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★『自然派Style』ブランドの浸透を図り、商品を
育んでいきます。

★国産原料を中心とした安全・安心な商品の安
定供給に努め、国産オーガニック商品の利用
を広めます。

★食の安全に関する情報を収集し、分かりやす
く発信して、「食」の課題について組合員と共
に学び合います。

★組合員が利用しやすい商品づくりに努め、組
合員の利用のまとまりで、より高い品質と適正
な価格を守ります。

★生産者の想いを組合員に伝え、組合員と共に
生産者を支え続けます。

いい塩梅ゼリー
材料（4個分）

［Ⓐ］・ストレートりんごジュース�������������500㏄
・寒天パウダー�������������������������������������3g

・梅干し���������������������������������������������大1～2粒

作り方
❶ Ⓐを鍋に入れ沸騰させる。
❷ 梅干しをたたき、器に分け入れる。
❸ ②へ①をそっと注ぎ冷やし固める。
❹ 底の梅干しをほぐしながら、いい塩梅にして

いただきます。

塩梅とは「塩と梅酢」のこと。
食酢がまだなかった時代は、塩と梅を漬けた
時に上がってくる梅酢を使って料理の味付け
をし、塩と梅酢が絶妙なバランスだったことから

「料理の加減がいい」という意味で「塩梅がい
い」と言ったのが語源です。
料理も五感をフルに使って作るので、舌や体に
合うバランスに仕上がる『いい加減』となりや
すいのです。
味付けの濃いものを欲するときは、塩分という
ミネラルが必要なとき。料理の柔らかさ、おこ
げなどの焼き具合も、「排出したい」・「乾かした
い」という体の声をキャッチして出来あがって
いるのかもしれません。
日 の々料理作りで毎日の体調を知り、いい塩梅に。
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もっと美味しく ずっと安心
あんしん

もっと優しく ずっと未来へ
みらい

もっと出会い ずっと繋がる
つながり

★環境に配慮した持続可能な暮らしを目指し、
組合員と共に学ぶ機会を充実します。

★循環型社会を目指し、環境配慮商品の利用を
広めます。

★少子高齢化の課題について組合員と共に考
え、生協に期待される支援活動を模索し、思
いやりを大切にした活動の充実を図ります。

★さまざまな交流の機会にさまざまな人が出会
い、「誰もが参加できる組合員活動の場」、「想
いをカタチにしていく場」を充実します。

★組合員・生産者・生協の顔が見える産地直結
の関係を大切にし、お互いの想いを共有でき
る場を充実します。

★組合員の声を大切にした事業活動に努め、地域
で頼られる生協を目指します。

★生協職員が働きやすく、やりがいが感じられ
る職場環境を整えることにより、組合員への
対応の質と満足度の向上に取り組みます。

日
ご
ろ
は
商
品
の
ご
利
用
を
は
じ
め
、事
業
運

営
や
組
合
員
活
動
な
ど
へ
の
ご
参
加
、ご
支
援
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら
3

年
半
が
経
過
し
、感
染
者
の
増
加
と
減
少
を
繰
り

返
す
中
、政
府
は
こ
の
5
月
に
感
染
法
上
の
2
類

か
ら
5
類
に
方
針
変
更
し
ま
し
た
。常
態
化
し
た

マ
ス
ク
の
着
用
や
3
密
を
避
け
る
な
ど
の
行
動
様

式
も
、以
前
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一方
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
外
出
自
粛
な
ど
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
活
か
し
た
生
活
が一気
に
進
み
、生

協
の
事
業
に
お
い
て
も
多
く
の
会
議
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
な
り
、業
務
も
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。効
率
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
と
同
時
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
以
前
と
同
様
の
開
催
が
可
能
と
な
る

た
め
、こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
直
接
の
交
流
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
も
併

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
よ
り
活
発
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
今
は
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争

の
影
響
や
円
安
な
ど
の
影
響
を
受
け
、エ
ネ
ル
ギ
ー

や
資
源
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
物
価
が
上
昇
し
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は一層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
に
も
自
然
災
害
の
甚
大
化
や
発
生
頻

度
の
増
加
が
顕
著
な
気
象
変
動
問
題
、廃
棄
物
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
、脱
原
発
を
柱
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、少
子
高
齢
化
、貧
困
格
差

の
拡
大
と
い
っ
た
諸
問
題
や
、遺
伝
子
組
み
換
え
や

ゲ
ノ
ム
編
集
と
い
っ
た
食
に
関
わ
る
問
題
な
ど
、暮

ら
し
に
関
わ
る
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、組
合
員
さ
ん
か
ら
の
生
協
へ
の
期
待

は
更
に
大
き
く
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。私
た

ち
役
職
員
は
、組
合
員
の
皆
さ
ん
の
願
い
の
声
に
応

え
、よ
り
良
い
、平
和
な
暮
ら
し
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
今
後
も
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。引
き
続
き
、

ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長

舩
橋
拡
行

日時 2023年6月19日（月曜日）
会場 一宮地場産業ファッションデザインセンター
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を私たちの暮らしに
もっと！ずっと！



2020年1月に発生が確認された新型コロナウイルス感染症は、3年間
に亘り感染の拡大と減少を繰り返しましたが、2022年度の終盤にはよ
うやく終息への兆しが見えはじめ、経済や社会活動は徐々に正常化に
向けて動き出しました。この間のコロナ禍における生活ではマスクの
着用や３密を避けるなどの行動様式が常態化し、また、さまざまな場面
でオンラインの活用が大きく進むなど、生活様式にも多々の変化を生
じさせました。こうした状況下では、オンラインの活用による便利さや
効率化が進んだ一方で人と人とが直接に集う形のコミュニケーション
の機会に大きな制約を受けました。また、2022年度は世界の情勢不安
や急激な円安の進行などの影響を受け、エネルギー価格をはじめ、食
品を含む多岐に亘る物価の上昇に見舞われ、日常の暮らしへの影響と
同様に事業にも経費の増大が負担となりました。そうした中で2022年
度は、中期3ヶ年計画の1年目として、計画に掲げた3ヶ年方針と組合員
によってまとめられた21世紀ビジョンの内容に留意して、その実現、充
実に取り組みました。また、第81回通常総代会で定款変更を行ったこと
により三重県の北東部を新たに事業エリアとすることになり、2023年
4月からの供給事業をスタートすることを目指して1月より準備を開始
しました。アイチョイスグループとして愛知県、岐阜県、静岡県、三重県
の4県で事業活動が進められるように生協連合会アイチョイス、並びに
あいち生協、生協アイチョイス岐阜と共に連携して取り組みを進めまし
た。コロナ禍からWithコロナへと移行する社会や暮らしに適切に対応
を合わせながら、組合員組織の拡大や組合員活動の見直しなど、組合
員と役職員が一体となって事業や活動の充実に取り組みました。

1組合員活動
(1）主な取り組み
●❶こーぷ委員会

・2022年度は4支部16委員会、55名のこーぷ委員が活動しました。

●❷専門委員会
・「商品普及」・「子育て支援」・「シニア支援」・「環境配慮」のテーマごと

に4委員会、12名の専門委員が活動しました。
・1994年に理事会の諮問機関としてスタートした専門委員会は、幾

度も活動の位置づけを見直しながら継続してきましたが、現在の位
置づけに沿った活動も継続が難しくなったことから、2022年度を
もって専門委員会の位置づけは廃止することとなりました。

●❸支部
・新型コロナウイルス感染対策を講じ、開催規模は縮小とはなりまし

たが組合員や地域の皆さんが交流できる場として「ふれあい広場」
を開催しました。

●❹スタディークラブ
・生協を通じた組合員の繋がりを活かし、関心ごとが同じ組合員どう

しでテーマを決め、自主、自発的に活動する「スタディークラブ」は
10クラブが発足し、41名の組合員が登録して活動しました。

●❺ fan×funクラブ
・2021年度までの「商品モニター」の活動は、2022年度より愛好家

の｢fan｣と、楽しむの意味の｢fun｣を掛け合わせた「fan×funクラ
ブ」にネーミングを変更し、12名の組合員が登録して活動しました。

●❻特技登録
・組合員どうしの『教えあい・学びあい』を目的に16名の組合員が、料

理や暮らしの知恵など15種類に亘る分野で特技を登録しました。

●❼託児サポーター
・子育て真っ最中の組合員が積極的に組合員活動に参加できるように、

お子さんを託児するサポーター制度に11名の組合員が登録しました。

できませんでした。
・専門委員会、スタディークラブ、fan×funクラブ、特技登録、託児サ

ポーター、サークルメイトなどの活動は、それぞれにコロナ禍に応じ
た対策をしながら継続して活動しました。

・活動2年目となるスタディークラブは、毎月メール配信するスタ
ディークラブ通信で各クラブ間での情報共有を図りました。

（2）組織活動
●❶組合員のためになる組織活動の充実を目指しました。

・コロナ禍により、組合員活動は中止や延期など大きな制約を受けま
したが、一方でオンラインによる学習会や見学会など、感染防止対
策としての創意工夫を凝らして活動を進めました。

（3）組合員と取引先・生産者との交流
●❶交流の機会の充実に取り組みました。

・新型コロナウイルスの感染対策を講じ、開催規模を縮小することに
はなりましたが、生産者と組合員が直接交流できる場を企画しまし
た。また、参加できなかった組合員に向けて生産者やメーカーの協
力を受けて動画配信などを行いました。

（4）組合員参加による事業運営
●❶事業への組合員の声の反映に取り組みました。

・これまで組合員と役職員が集って意見交換する機会として「組合員の
集い」を開催してきましたが、より多くの組合員のみなさんに参加してい
ただけるように「コープdeおしゃべりカフェ」と気軽なイメージに変更し、
組合員理事と職員が中心になって企画を運営し5会場で開催しました。

・総代を対象に総代会議を開催し、事業状況や重点課題への取り組
み内容について情報を共有する機会を設けました。また、今期より
参加できない総代にも書面による参加を呼びかけ、より多くの総代
と意見交換を行う機会をつくりました。

・組合員機関誌「Coop・Graffiti」を昨年までの年4回の発行から隔月
発行に変更し、情報発信の充実を進めました。

●❷民主的な運営の励行に取り組みました。
・総代とこーぷ委員、専門委員へこーぷ通信を活用した情報の共有

や、コープdeおしゃべりカフェや総代会議の他、支部協議会や専門
委員会連絡会などの場で意見交換を継続しました。

・コロナ禍の影響を考慮し、実出席とオンライン出席での形で開催しま
した。出席できない方からも意見や質問を受けられるように当日の
資料と併せて「知りたい・伝えたいカード」を全総代に送付して書面で
の参加も呼びかけ、前年より参加者が増える結果に繋がりました。

（5）第3次中期計画（2022年度～2024年度）に沿った活動の実施
●❶中期計画に沿った取り組みを進めました。

・中期3ヶ年計画「もっと！ずっと！を私たちの暮らしに」の周知と浸透
を図るために、組合員機関誌「Coop・Graffiti」の他、パネルやポス
ター・チラシなどの媒体を活用して組合員や取引先・諸団体への広
報に取り組みました。

・2022年度より名称を変更して開催したコープdeおしゃべりカフェ
では、中期3ヶ年計画のテーマである「食(たべる)・豊(ゆたか)・協(かな
う)」を題材にして企画を組み立て、各テーマに掲げた課題について商
品の試食や生産者との交流を通じ、参加者と情報交流を深めました。

・中期計画1年目として、計画内容に沿った活動や事業運営に努め、
「環境」や「食」をテーマに講演会なども開催しました。

事業推進…4,500名の組合員拡大を進め、供給高40億
8,100万円を目指します。

（1）供給高40億8,100万円、昨年比104.8％に向けて
●❶供給高計画の達成に向けて取り組みました。

・仲間づくりと組合員の安定利用、世帯利用額の向上に取り組みました
が、仲間づくりの遅れと1人当たりの利用金額が計画を下回ったこと
から、供給高は40億706万円、計画比98.2％（前年比102.9％）とな
り、前年の実績は超過できたものの計画を下回る結果となりました。

●❽サークルメイト
・暮らしを豊かにするために生協を通じた組合員の繋がりを活かし、

4つのグループが登録し、組合員の18名と員外の10名の合計28
名が活動しました。

●❾LPAの活動
・4名の組合員が、組合員のライフプランに関わるアドバイスとして

の情報を「LPAホッと広場」として機関誌などに提供を行った他、くら
しの見直し講演会の開催やくらし川柳を募集しました。

●❿その他、組合員を対象とした主な活動・情報発信
・組合員どうしの交流を深めて「食」や「商品」への関心を高めることを

目的に、料理教室や生産者交流会など15企画実施しました。
・一宮生協のさまざまな活動を広めることを目的に、「食・豊・協」を

テーマに「一宮生協ふれ愛フェスタ」を開催しました。
・公式LINEアカウントでは、生産者からのメッセージ動画やレシピ動

画、生活情報やイベント・キャンペーン告知など、組合員に知ってほ
しい情報をタイムリーに配信しました。

●⓫行政や諸団体との連携を活かした活動 
・一宮市民活動団体「一宮スマホ倶楽部」と連携したスマホ教室の開催や、

稲沢市、一宮市が主催する消費者啓発イベントにブース出展しました。
・交通事故を減らす取り組みとしてマイカー共済の引受元の全労災

が実施している「7才の交通安全プロジェクト」に参加し、愛知県交
通安全協会一宮支部へ70本の横断旗を寄贈しました。

・組合員が家庭でできる社会貢献として、新たに稲沢市社会福祉協
議会と連携し使用済み切手・書き損じハガキ等の回収をスタートし
ました。寄せられた切手・ハガキ等は稲沢社協を通じて愛知県内の
福祉活動に役立てられました。

※急激な新型コロナウイルスの感染拡大に伴いやむなく4企画を中止

2事業数値
（1）組合員人数、利用の状況（2022年4月1日～2023年3月31日）

●❶仲間づくりの状況と組合員登録人数
・愛知県内では1年間で4,025名の加入があり、一方で1,581名の脱

退がありました。
・事業エリアの拡大に伴い1月より三重県北部エリアの仲間づくりを

スタートし、538名の加入がありました。
・2022年度は全体で2,982名の実増となり、組合員登録人数は

29,593名となりました。

●❷利用人数
・1年間の利用人数は累計725,854名（計画比98.4％）となり、1企画

あたりの換算では計画に対して214名を下回る結果となりました。

●❸組合員の一人あたりの平均利用点数
・一人あたりの平均利用点数は11.81点となり、計画として見込んだ

11.90点をわずかに下回りました。

●❹一人あたりの平均利用金額と商品1点あたりの平均単価
・平均利用金額は5,577円となり、計画で見込んだ5,615円に対して

わずかに下回りました。
・1点あたりの平均単価は472円となり、計画として見込んだ472円

と同額となりました。

3 事業計画として取り組んだこと
生協活動…中期計画1年目の課題と併せて、組合員との繋が
りをより強めるために組織運営の強化を図ります。

（1）組合員活動
●❶各種の組合員活動の活性化に取り組みました。

・こーぷ委員会の活動では20のエリアで委員会の発足を目指しまし
たが19エリアから16委員会の発足に留まり、全エリアでの発足は

・利用人数についても、計画比98.4％（前年比103.2％）と、前年の実
績は上回ったものの計画を下回る結果となりました。

・組合員サービスの充実では、ECサイトをより利用しやすくリニュー
アルを行った他、11月よりカタログでの企画商品数を約80アイテ
ム増やし充実させました。

●❷供給事業の強化に取り組みました。
・国産有機農産物やオーガニック食品と共に、主食となるお米やパン

の利用普及に取り組みました。
・国産有機農産物の利用促進に繋げるために、生産者紹介や産直の

取り組みチラシを配布し、農産品の利用普及に取り組みました。
・“自然派Style”の商品の価値について情報を発信し、組合員への周

知と利用結集に取り組みました。また、地区担当者が自信を持って
おすすめ活動ができるよう、商品の試食や学習会をセンターごとに
取り組み、知識の向上に努めました。

・3月に開催した「来て・見て・体験！ 一宮生協ふれ愛フェスタ」で、自然
派Style紹介ブースを設置し、商品の展示や試食などを通じて自然
派Style商品の価値について知っていただく機会を設けました。連
合会への加盟を機会にスタートさせた一宮生協独自企画（えーね）
は取引先との協議を経て3月4回企画をもって終了しました。

●❸供給事業における運動課題に取り組みました。
・「誰もが国産有機農産物を食べることができる社会」づくりを目指す

取り組みを連合会と会員生協と一緒に進めました。
・有機農業の普及を目的とする有機の学校「ORGANIC SMILE」へ

組合員と共に支援に取り組みました。2022年度の賛助会員への呼
びかけには236人から延べ301口の申込みをいただき、前年を上
回る支援の輪が拡がりました。

・農薬に頼らない栽培や自然豊かな多様性のある環境づくりを目的
としてスタートしたビオトープ米の取り組みは今年で2年目となり、
引き続き一宮生協から理事が代表して現地視察などを行いました。

・有機農産物生産者紹介やアニマルウェルフェア、OKシードマーク、
ネオニコチノイド系農薬を減らす取り組みなどのチラシを作成し、組
合員と「食」に関する諸課題について、アイチョイスの取り組みの情
報共有を図りました。

・2023年2月25日に東京都で開催された「第17回ＧＭＯフリーゾー
ン全国交流集会」に役職員がオンラインで参加し、遺伝子操作食品
の現状についてのパネルディスカッションや各団体からのＧＭＯフ
リーゾーンの取り組みに関する報告を受け、直近の状況や代表的な
取り組みについて確認しました。

（2）仲間づくり 加入4,500名　組合員人数29,111名　
昨年比109.4％に向けて

●❶組合員と共に組合員の拡大を進めることに取り組みました。
・組合員満足度の向上に取り組み、組合員からのお知り合いの紹介

による仲間づくりを進めました。紹介目標を750人として掲げまし
たが、581人に留まりました。

●❷   多くの方に一宮生協(アイチョイスグループ)を知らせ、
広めることに取り組みました。

・アイチョイスグループ全体の認知度を上げていくことを目的として、
テレビCMに取り組みました。今年度の認知度調査では、テレビCM
を放映する以前の17.0％から44.7％へと認知度は上昇し、テレビ
CMの効果を確認することができました。また、YouTubeなどにも
動画広告を出して認知度の向上を図りました。

・商品を試してから加入したいとの声に応え、おためしボックスの取
り組みをスタートさせました。

●❸仲間づくりを進めるための体制の充実に取り組みました。
・拡大パートナーの採用が計画どおりに進められない状況やコロナ

禍の影響などによる欠員状態が継続し、年間を通じて営業体制が
整いませんでした。一方で、非対面とするためのコロナ感染対策の
目的とオンラインの特性による効率性を活用して、オンラインでの
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・連合会及び会員生協で共通の課題を共有し、社会や地域への貢献
活動を模索します。

●❸生協ネットワーク21との連携を継続しました。
・前年度から継続していたネオニコフリー学習会(第3回)が4月に開

催されました。また、ネオニコフリーのリーフレットを共同で作成し、
こーぷ委員と総代のみなさん、新規の組合員に配布をしました。

・ネオニコフリーのホワイトボードアニメーション第2弾が3月に完成
しました。

・3年ぶりに実開催された定例会に役職員6名で参加し、講演会や各
生協の取り組み報告を受けたあと、参加生協の組合員理事どうし
で組織活動などの情報交換や交流を行いました。

・事業では、専務理事交流会や組織担当者会議などに担当役職員が
参加し、事業運営などの取り組み事例について情報交換や連携を
進めました。

●❹防災への取り組みを進めました。
・連合会と会員生協で連携して、各種の防災への備えの充実を図り

ました。
・甚大な災害の発生に備えて、2021年度から3年計画で各事業所に

必要となる器具備品や非常食などの備蓄品を整備していくため、2
年目となる2022年度には必要な非常食の補充を行いました。

●❺高齢者見守りネットワークの継続と幅広い支援の充実を目指しました。
・行政と連携した高齢者見守り活動の協定の取り組みを継続しました。
・新たに弥富市と蟹江町で高齢者見守り活動の協定を締結しました。
(６)配送センターの配置の見直しと事業エリアの拡大

・配送センターの配置見直しについては、連合会の新要冷セットセン
ターが2025年9月頃の竣工予定で準備が進められていることを受
け、稲沢センターの使用方法を含んだこの先の配送センター構想
について、アイチョイスグループ全体での最適化を踏まえた協議を
スタートさせました。

・2023年4月からの供給開始を見据え、三重県北部エリア
での仲間づくりを1月から開始しました。また、配送業務は
グループ子会社の「あいネットサポート」に委託すること
を決定し、委託業務契約を締結しました。

(４)労働環境と人材育成に留意した運営
・職員の家庭内での新型コロナウイルスの感染拡大により、他部署か

らの配送業務の応援対応や、配送支援を担う定時職員の人員体制
が整わなかったことで、一時的に時間外労働時間が増加しました。

・職員が働きやすい職場環境づくりに取り組みました。また、職場環
境の形成を目的としたセルフケアの実施や、労働安全衛生法に基づ
く職場運営にも取り組みました。

・労働災害「0」を目指しましたが、3件の労働災害を発生させてしまいまし
た。労働災害を発生させない職場環境とするため、定期的に開催してい
る安全衛生委員会にて情報共有を図り、職場全体で予防対策を検討し
た他、安全な職場環境づくりに向けて全職員の意識向上に努めました。

・生協職員としての人材育成を目的に、日本生協連の企画する通信
教育を8名の職員が受講しました。

・職員の自発的な学習支援を目的として資格の取得を奨励してきました。
2022年度には支援対象の資格の種類を増すなどして制度を見直し、職員
2名が延べ3つの資格を取得し、資格取得支援制度の活用に繋がりました。

(５)社会や地域に根ざした生協づくり
●❶地域に開かれた、身近な存在となるための広報と活動を進めました。

・地域に開かれた、身近な存在となるための広報として、キッチンスタ
ジオを活用した取り組みの情報発信をLINEにて行いました。

・「お家で眠る切手・ハガキで社会貢献」の取り組みを行い、多くの組
合員から寄せられた切手やハガキは、稲沢市社会福祉協議会に寄
贈しました。

・マイカー共済で企画している「７才の交通安全プロジェクト」の賛同
団体として取り組み、横断旗70本を愛知県交通安全協会一宮支部
に寄贈しました。

・愛知県ユニセフ協会が12月に設立されました。一宮生協も団体賛
助会員として登録し、愛知県内の賛同団体と一緒に設立に向け取
り組みを行いました。

・一宮市が推進する「一宮SDGsパートナー制度」に登録し、登録企業
や諸団体を対象としたSDGs(持続可能な開発目標)に関する学習
会に参加しました。

・一宮市地域包括支援センター 萩の里の支援を受け、認知症サポー
ター養成講座を役職員の13名が受講し、あいち認知症パートナー
企業に登録されました。

●❷連合会と会員生協(あいち生協・生協アイチョイス岐阜)
との情報共有による取り組みを進めました。

・2022年６月に開催された、生協連合会アイチョイス第12回総会に
て2030年ビジョンが承認を受け確定しました。パンフレットを制作
し、グループの全組合員に8月に配布がされビジョンと取り組み内
容について広報を行いました。

・ビジョン推進会議に役職員が参加し、2025年までのアクションプラ
ンの作成と担当組織の分担を決めて、アイチョイスグループ全体で
推進する体制を整えました。

・アイチョイスグループの事業活動エリアの行政に対して「ゲノム編集
トマト苗の受け取り拒否を求める要望書」を送付し、ゲノム編集され
たトマト苗を受け取らないように働きかけを行いました。

・2023年1月に鈴木宣弘氏を講師に迎え「日本の食料危機 ～食と農
を守るために私達(生協)ができること～」の講演会がアイチョイス
グループの役職員向けに開催され、日本の食の安全を守るために
生協として何をすべきかを学びました。

・組合員サービスの向上を目指し、ぷらす便と追加注文の導入に向
けた協議会を発足させ、2023年度からサービスの開始ができるよ
うに協議を行いました。

・2023年度の方針説明会が2月に開催され、各組織の役職員が参加
し、連合会及び会員生協、関連会社の2023年度の取り組み方針に
ついて確認を行いました。

[来期の課題]
・アイチョイスグループ全体で策定した2030年ビジョンの達成に向

けて、2025年度までのアクションプラン達成を見据えグループ全
体で取り組みを進めます。

加入説明を進めたことでインターネットからの加入者を増加するこ
とができました。

・小牧営業所を開設して、東部エリアの拡大が効率よく行える体制を
整えました。

・三重県に事業エリアを拡大することを見据え、東部営業所を本部営
業所に統合して業務効率の向上とコールセンター業務の充実を図
りました。

・本部営業所では加入説明の対応件数を増やすために休日の稼働を
開始しました。

・戸別訪問の委託会社(シンクロニシティ)と契約を結び、戸別訪問の
体制を強化しました。

（3）ＣＯ・ＯＰ共済の推進
・新規の契約目標を700契約として掲げ、組合員にCO・OP共済のお

すすめ活動に取り組みました。
・CO・OP共済には、1年間で新規の申込み契約609口、満期継続の契

約が159口という実績でした。CO・OP共済を集中して呼びかけよう
と予定した期間に新型コロナウイルス感染症の影響で地区担当者の
欠員が発生したことから、計画どおりの取り組みが行えませんでした。

・CO・OP火災共済とマイカー共済の広報では、カタログと一緒に広
報チラシを配布して組合員への広報を行い、CO・OP火災共済の契
約が33口、マイカー共済の契約が19口の契約という実績でした。

生協運営…組合員の声を具体化できる組織体制を
構築します。

(１)役職員を中心とした組合員の声に応える運営
・ 組合員からの意見や要望はCS会議などで課題化して実現に向け

て取り組み、実施できた内容は地区担当者ニュースなどで発信し
ました。

・組合員どうしの交流会や組合員と役職員との意見交換の機会とし
て、総代会議と「コープdeおしゃべりカフェ」を開催し、参加組合員か
らは一定の評価を受けましたが、想定した参加人数まで参加者を増
やすことができませんでした。

・組合員理事の位置づけと役割の再整理について、機関会議や支部
活動以外の事業運営や活動との関わり方についての方向性の協議
を下期よりスタートさせました。

(２)法令遵守の徹底と内部統制の整備
・ハラスメントのない職場環境にするため、アイチョイスグループ全体

の役職員を対象として学習会が行われ、ハラスメントに対して正し
い認識が持てるように、具体例を通じて基礎知識を学びました。

・一宮生協が独自に定めている行動規範を全職員に周知し、その遵
守に一体となって取り組みました。

・連合会が開催する内部統制会議に担当者が参加し、各種マニュア
ルや規程などの見直し協議を継続して進めました。

・個人情報関連では、個人情報保護方針を12月に改定を行った他、
個人情報保護に関する学習会を1月に全職員(定時職員含む)対象
に実施し、2月には組合員理事による個人情報の取り扱いに関する
監査を部署ごとに実施しました。

・役職員で安否確認訓練を定期的に実施しました。また、この際にア
イチョイスグループ全体で災害対策本部の模擬訓練を行い、いざと
いう時の備えについて確認しました。

(３)環境に配慮した事業運営
・環境省が推奨しているエコアクション21(一般財団法人 持続性推

進機構)の環境マネジメントの取り組みを2022年度も継続し、二酸
化炭素と廃棄物の排出量の抑制や、水資源の使用量の抑制といっ
た各種の目標値の達成と持続可能な社会を目指して、環境負荷低
減に留意した事業運営を進めました。また、2022年度は更新審査
を受審する年となり、更新審査において「A判定」の評価を受けるこ
とができ、2年間の認証・登録を受けることができました。

・エコアクション21推進委員会を定期的に開催して、環境負荷への低減
に向けた改善に取り組みました。特定の事業所において消費電力量
が増加していたため、施設設備の改修を行い、抑制対策を講じました。

■2023年度 事業計画案
Ⅰ. 2023年度活動方針（案）

1. 生協活動…中期計画の2年目の課題への取り組みと、組合員と
の繋がりを活かした組織運営の強化を図ります。

2. 事業推進…5,200名の組合員拡大を進め、供給高43億9,000
万円を目指し、経営基盤の強化を図ります。

3. 生協運営…アフターコロナを見据えた事業環境に留意した
業務運営と、組合員の声を大切にする組織体制
で供給事業と組合員活動を進めます。

Ⅱ. 2023年度 事業計画（案）
1. 組合員どうしや組合員と役職員との繋がりを活かした組織

運営の強化を図ります。
新型コロナウイルス感染症は発生から3年半が経過し概ねの終息を
迎えました。社会活動の平常化に伴いコロナ禍における宅配事業へ
の急激な支持の高まりは落ち着く一方で、食品や電気料金をはじめ
とする諸物価の上昇は消費者の暮らしと共に生協の事業にも大き
な影響が生じています。また、コロナ禍で急速に進んだオンラインの
普及は、時間や費用面での効率や合理化といったプラス面を生み出
した一方で、実際の交流場面の減少や人々の価値観やコミュニケー
ションのあり方にも大きな影響を生じさせています。運営面において
は、コロナ禍以前のような活発な組合員活動が進められるように、
日常の社会活動の平常化に合わせてオンラインの活動も活かしなが
ら、人と人とが直接に集える企画の充実に努め、経営面においては、
2023年度は厳しい事業環境となることが予測されることから、組合
員へのサービスの充実を進めることによる供給事業の伸展と経費管
理の強化を進めることによる経営基盤の強化に努めていきます。

（1）組合員活動
●❶各種の組合員活動の活性化

・この先のアフターコロナへの状況を見据え、直接に集う企画とオン
ラインの有効的な活用を併せて、楽しく有意義な企画により多くの
方が参加できる組合員活動を工夫して進めます。

（2）組織活動
●❶組合員のためになる組織活動の充実

・「食」の安全・安心に関わるテーマや環境に関わるテーマなど、暮ら
しに関わる情報の発信や学びの機会の充実に取り組みます。

・生協連合会アイチョイスとその会員生協(あいち生協・生協アイチョ
イス岐阜・一宮生協)が共通して掲げる運動課題に沿った企画を実
施します。

●❷行政や外部組織との連携の強化
・ふだんの暮らしに関わる組合員に役立つ消費者啓発活動を充実し

ます。
・行政や諸団体と連携して、地域貢献と福祉活動を充実します。
（3）組合員と取引先・生産者との交流
●❶交流の機会の充実

・“自然派Style”の商品をはじめ、農産品や商品のこだわりへの理解
と共感を広めるため、取引先や生産者との交流の機会を実際に集
う企画やオンラインを活用した企画を充実します。

（4）組合員参加による事業運営
●❶事業への組合員の声の反映

・組合員から寄せられる声に応える運営を継続します。
・組合員と、組合員理事、及び各部のマネージャーによる意見交換、

情報共有する機会と位置づけている「コープdeおしゃべりカフェ」
に、より多くの方が参加されるように改善、工夫します。

●❷民主的で開かれた組織運営の実践
・組合員と役職員との情報共有の充実を図るため、各種の媒体を活

用した情報の発信の強化に取り組みます。

基本
方針

基
本
方
針

2022年度は、2021年度から策定の準備を進めてきた第3次中期
3ヶ年計画の1年目として、また、これまで継続して掲げてきている
21世紀ビジョンと共に組合員の願いに沿った事業運営を進めまし
た。新型コロナウイルス感染症は感染症法の５類に変更され、ようや
くアフターコロナの暮らしを迎えました。コロナ禍で大きく様変わり
した私たちの生活様式も感染症の発症以前の日常を取り戻すことに
なりますが、感染には引き続き留意しながらこの間に普及したオン
ライン環境を活用するなどして、供給事業や組合員活動も柔軟な姿
勢で対応を進めます。また、ウクライナとロシアの戦争をはじめとす
る国際平和の問題は国際間で予断を許さない状況が広がり、地球温
暖化を起因とする様々な環境問題、諸物価の上昇、食の安全・安心に
関わる問題や国内自給率の低下、少子高齢化や貧困格差の拡大な
ど、私たちの暮らしを取り巻く環境には様々な問題や課題が山積し、
先々の暮らしへの不安が増しています。こうした諸問題への対応や
より良い暮らしを実現していくためには、組合員のみなさんで知恵
や力を寄せ合っていくことがより重要になっています。202３年度も
一宮生協がふだんの暮らしに役立つ組織であり続けられるように、
組合員と役職員が一体となって事業や活動を充実させていきます。

2023年度
事業計画案、及び収支予算案、役員報酬案承認の件
第3号議案
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（5）第３次 中期３ヶ年計画（２０２２年～２０２４年）に沿った活動の実施
●❶中期計画に沿った取り組みの実施

・組合員に中期３ヶ年計画の周知、共有を継続的に図り、その２年目と
して計画の内容に沿って活動を進めます。

・計画内容に沿った活動を進めるために、組合員と共に、役職員間で
連携して取り組みます。

２. 5,２００名の組合員拡大を進め、供給高４３億９,０００万円を目
指します。

（1）供給高４３億９,０００万円、昨年比１１０.１％に向けて
●❶供給高計画の達成

・組合員の安定利用と新規加入者の増員による利用人数の増加と、
一人当たりの利用点数の増加による世帯利用額の向上により、供
給計画の達成を目指します。

●❷供給事業の取り組み
・“自然派Style”商品の周知と利用の促進を進めます。
・野菜や果物の栽培特徴の紹介を強化し、利用結集を高めます。
・生協のミールキット(食材セット)の利用の促進に取り組みます。
・パン事業として計画を進めているコープブレッドファームから供給

されるパンの利用の促進に取り組みます。
・利用しやすいサービスの充実、システムの改善を進めます。

●❸供給事業における運動課題
・国産有機栽培農産物、オーガニック食品の取り扱いを広げ、組合員

にその価値を拡げます。
・食の安全や食に関わる諸課題について、組合員と情報共有を進めます。
（2）仲間づくり　加入５,２００名　組合員数３２，５７３名　

昨年比１１０．１％に向けて
●❶組合員と共に進める取り組み

・ 組合員の知り合いなどの紹介による仲間づくりを進めます。

●❷多くの方に一宮生協(アイチョイスグループ)を知らせ、
広める取り組み

・未加入の方に一宮生協(アイチョイスグループ)の特徴を知らせ、組
合員の仲間として加入いただけるように、広報の強化や企画の充
実に取り組みます。

●❸仲間づくり体制の充実
・広報力の向上と効果的な広報活動を目指して広報体制を強化します。
・広報を担う職員のスキルアップと行動管理の徹底に取り組みます。
・ 広報協力委託会社との連携を進めます。
（3）ＣＯ・ＯＰ共済の推進
・全国の生協が共同して取り組みを進めるCO・OP共済と共に、CO・

OP火災共済やマイカー共済、学生総合共済の普及に取り組みます。
・共済の募集人としての教育訓練を実施し、法令の遵守の下におす

すめ活動に取り組みます。
（4）経営基盤の強化
・生協の財務基盤となる出資金に関わる規則の見直しを検討します。
・燃料費の値上がりをはじめ、車両調達などに関わる費用や人件費

の上昇による経費の増加に対応するため、利用手数料の見直しを
検討します。

３． 組合員の信頼に応える組織体制を構築します。
（1）役職員を中心とした組合員の声に応える運営
・CS会議を継続し、組合員満足に関わるサービスや対応の向上、改

善を進めます。
・総代と役職員との相互理解を目的とする総代会議の年３回の開催

を継続していきます。
・組合員理事の機関会議や支部活動以外の事業運営や活動について、

組合員理事の役割と位置づけを再整理して、新たな対応を開始します。

■2023年度 役員報酬案
1. 役員の年間報酬については、最高限度額として以

下のとおり承認されました。
・ 理事（16名） 28,620,000円
・ 監事（ 2名） 720,000円

第1回理事会において、以下の通り選任されました。
・ 理 事 長　舩橋拡行（代表理事）
・ 専務理事　小林昌夫（代表理事）

選任された役員は以下のとおりです。　
区　　　分 氏　名

全体区分理事

舩橋　拡行 再 任
常 勤小林　昌夫 再 任

三谷　雅昭 再 任
大宮　隆博 再 任

非 常 勤八手亦 良太 再 任
出口 とも子 再 任

地域区分理事

神谷　真実 再 任

非 常 勤

中村 千奈美 新 任
高木　真子 新 任
松田 小百合 再 任
澤田 可奈子 再 任
島津　春奈 新 任
田辺　有里 再 任
濵西 真由美 再 任
杉山　友絵 新 任
成田　直美 再 任

全体区分監事 伴　　直樹 再 任 非 常 勤横井　　浩 再 任

（2）法令遵守の徹底と内部統制の整備
・組合員はもとより、地域や関係団体からも信頼される組織運営を進

めます。
・BCPはじめ、各種マニュアルなど、事業が安定して継続できるため

の見直しと備えの整備を進めます。
（3）環境に配慮した事業運営
・持続可能な社会づくりに取り組むため、SDGｓで掲げられている目

標に留意して事業活動を進めていきます。
・エコアクション21の要求事項に沿って事業活動を進めていきます。
（4）労働環境と人材育成に留意した運営
・働きやすい職場環境を目指し、業務内容と作業環境の改善、労働条

件の見直しを進めます。
・職員のスキルアップが進むよう資格取得支援制度の活用を拡げます。
・人材育成プログラムの運用を定着します。
（5）社会や地域に根ざした生協づくり
・組合員のみなさんはもとより、地域のみなさんに身近で親しまれる

存在となるための広報や活動の強化を進めます。
・地域の諸課題の改善に向けて行政や諸団体との連携を図り、社会

貢献に繋がる活動を進めます。
・連合会、並びに加盟生協(あいち生協と生協アイチョイス岐阜)と連

携し、地域で求められる取り組みを進めます。また、2030年ビジョ
ンの浸透とアクションプランの確実な実行を目指します。

・生協ネットワーク21との協同、連携を活かして、社会で求められる
諸課題の発信やその対応に継続して取り組みます。

・ 災害支援の継続した活動と防災に繋がる取り組みを進めます。
（6）配送体制の整備・見直し
・三重県の配送体制の安定化を図り、現状の配送品質を維持します。
・先々の組合員への安定した配送体制の構築と配送関連の経費増

加への対策として、配送センターの配置構想の検討を進めます。
・稲沢センターのこの先の位置づけの変更準備を始めます。
・あいネットサポートとの協働連携に向けた検討を始めます。

【連合会の計画、及び会員生協との共通課題】
１． ２０２３年度の生協連合会アイチョイスの取り組み課題
（1）食の安全・安心、組合員の暮らしを守る

❶誰もが国産オーガニック野菜・食品を食べられる社会を目指して
❷ぷらす便事業
❸脱プラスチック

（2）協同・連帯の力で実現する
❶コープ自然派事業連合との共同・連帯
❷生協ネットワーク２１の共同・連帯
❸DX推進、システム共同開発
❹運動の拡がり深化
❺認定NPO法人レスキューストックヤードとの協働
❻「きょうどう」の力で魅力ある生協グループに

（3）私たちの理想・夢の実現に向けて
❶２０３０年ビジョンの達成に向けた取り組み
❷組合員拡大を事業の柱に
❸１人当たりの利用高増
❹オンライン広報の強化
❺グループ経営体制の強化
❻働き方改革の推進
❼収支構造改革
❽増資計画

（4）物流改革
❶新要冷セットセンターの建設
❷配送センター構想
❸配送部門のコスト抑制と１台当たりの供給高増

第82回通常総代会 決算報告、剰余金処分案、及び収支予算案（単位：全て千円）

■議案承認 採決結果
総代会には、総代172名(実出席39名、書面出席133名)の出席があり、全総
代の半数の出席とする成立要件を満たしたため、第82回通常総代会は成立い
たしました。
第1号議案 2022年度 事業報告、及び決算報告承認の件 賛成多数で可決、承認

第2号議案 2022年度 剰余金処分案承認の件 賛成多数で可決、承認

第3号議案 2023年度 事業計画案、及び収支予算案、役員報
酬案承認の件 賛成多数で可決、承認

第4号議案 役員（理事16名、監事2名）選任の件 賛成多数で可決、承認

第5号議案 定款の変更の件 2/3以上の賛成多数で
可決、承認

第6号議案 規約の変更の件 2/3以上の賛成多数で
可決、承認

■第1号議案 2022年度決算報告承認の件
［貸借対照表］ （2023年3月31日） 

資産の部 資本・負債の部
Ⅰ 流動資産 Ⅲ流動負債 437,527
　　　流動資産合計 1,279,807 Ⅳ固定負債 37,777
Ⅱ 固定資産 負債合計 475,305
　（1）有形資産 191,665 Ⅴ出資金 923,124
　（2）無形資産 4,717 Ⅶ剰余金 296,523
　（3）その他 218,762   （1）法定準備金 153,500

  （2）別途積立金 70,839
  （3）当期未処分剰余金 72,184

固定資産合計 415,145 純資産合計 1,219,647
資産合計 1,694,952 負債・純資産合計 1,694,952

Ⅰ	当期未処分剰余金 当期未処分剰余金 72,184
Ⅱ	当期処分額 法定準備金 1,000

施設修繕積立金 20,000
Ⅲ	次期繰越剰余金 次期繰越剰余金 51,184

■第2号議案2022年度 剰余金処分案承認の件

2022年度 損益計算書 2023年度 収支予算
供給高 4,007,068 4,387,974
供給剰余金 881,155 975,150
その他事業収入 135,773 149,353
　事業総剰余金 1,016,928 1,124,503
管理費及び諸経費

(1)人件費 409,127 392,418
(2)物件費 637,837 737,042
　事業経費 1,046,964 1,129,460
　事業剰余金 △ 30,036 △ 4,957
事業外収益 16,564 6,223
事業外費用 41 240
　経常剰余金 △ 13,512 1,026
特別利益 15,454
税引前当期剰余金 1,942
法人税等 1,132
当期剰余金 809
当期期首繰越剰余金 75,175
法定準備金積立額 3,800
当期未処分剰余金 72,184

■第1号議案2022年度決算報告承認の件 （2022年4月1日～翌年3月31日）
■第3号議案2023年度収支予算案 承認の件 （2023年4月1日～翌年3月31日）

※千円未満の数値の記載を省略しているため、合計額には誤差が生じています。

総代会で決定された方針の実現に
向けて、役職員一同、全力を尽くしま
す。今後とも、一宮生協の事業運営
にご理解をいただき、引き続きのご
支援、ご協力をお願いします。

役員選任の件
（理事16名、監事2名）

第4号議案

定款 第5章 事業の執行　第69条（事業の品目）に定めら
れている内容について、大学生協共済連の学生総合共済
事業がコープ共済連へ2022年10月に譲渡され、大学生
協共済連の解散による残余財産が大学生協へ分配されま
した。（2023年2月）そのため、現行定款より「全国大学生
協共済生活協同組合が行う短期生命共済事業」を削除す
ることが承認されました。

定款変更の件第5号議案

住所不明組合員の自由脱退手続きに関する規約の第3条
(組合員の所在確認)に定められている内容について、組合
員の所在の確認方法を変更するため、現行の規約の一部
を改定することが承認されました。

規約変更の件第6号議案
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2020年度までは出資金経過報告書の郵送対応により所在確
認を兼ねてきていましたが、経過報告書の発行を停止したことか
ら、今後はデータベース上の長期休止区分に登録されている組
合員を対象に利用再開案内を送付することによる所在確認を行
う形に変更することが確認されました。

˙����ͷελσΟʔΫϥϒͷ׆ಈॿۚͷڅࢧͱ����
ͷొʹ͍ͭͯ
2022年度に活動した10クラブ対して、総額168,467円を支
給することが決定されました。また、2023年度は8クラブが継続
し、新たに4クラブの登録申請があり、合計12クラブの登録とす
ることが確認されました。

˙ୈ��ճ௨ৗ૯ձͷෟٞٞҊͱٞҊॻͷ࡞ʹ͍ͭͯ
総代会への附議議案は全6議案とすることが確認されました。事
業報告と事業計画(案)のそれぞれの記述内容について確認が行
われ、第12回理事会では決算関係書類などを含むすべての内容
を最終確定することが確認されました。

˙ಠࣗاըʢ͑ʔͶʣͷ����ͷ࣮ߴڅڙͱڅڙ༨ʹ
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2022年度の供給高は63,372,194円、供給剰余は4,879,248
円となったことが確認されました。
2020年6月から企画してきた一宮生協の独自企画(えーね)は、
3月4回企画をもって終了したことが報告されました。

˙ୈ��ճ௨ৗ૯ձͷٞٞҊͷ࠷ऴ֬ೝʹ͍ͭͯ
第82回通常総代会の議案内容について最終確認が行われ、総
代会議案書の内容を確定しました。

●供 給 高：年度累計688,578（千円）
　　　　　  計画比98.3％、前年比109.7％
●仲間づくり：組合員数人30,013人
　　　　　 （累計加入人数974人　累計脱退人数338人）
●年間累計：平均利用組合員人数14,330人
●1人あたり1週の平均利用点数  12.01点
●1人あたり1週の平均利用金額 5,624円

事
業
数
値

（
�
月
末
締
め
）

10月	総代任期開始10月

11月	第1回 総代会議11月

10月	総代任期終了10月

2月	第2回 総代会議2月

6月	通常総代会6月

5月	5月
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第3回 総代会議
（総代会事前説明会）

今期上半期の取り組み状況についての
報告や、生協のしくみや総代の役割につ
いて解説いたします！

第3四半期までの取り組み状況について
の報告や、来期の事業計画の検討につい
て総代さんとの意見交換をします。

今年度の取り組みや事業の報告、来年度
の事業計画などに、「賛成」「反対」の意思
を示していただく場です。
※�当日は出席できなくても、「書面議決書」や「委任状」で
の参加もできます。

『議案書』の内容を事前に理解していた
だくための大切な会議です。総代会前
に、当日では聞ききれない疑問など、詳し
く聞くことができる場です。

Λ͓ಧ͚͢Δࡍίʔϧηϯλʔɺ͜ ʔҕһձใࠂॻͳͲͰ
ҰٶੜڠͷӡӦʹ͍ͭͯͷ࣭ҙݟΛ·ͱΊ·ͨ͠ɻ

߹һ׆ಈʮελσΟʔΫϥϒʯͱʮαʔΫϧ
ϝΠτʯͷ׆ಈͷҧ͍ԿͰ͔͢ʁ

ʮҰٶੜࣜެڠ-*/&ʯͱʮΞΠνϣΠεެࣜ
-*/&ʯͷҧ͍ԿͰ͔͢ʁ

" "
Q Q

「ελσΟークϥϒ」は合һが合һಉ࢜の
ಈするάルーϓを׆かしてࣗओతに׆がりをܨ
ੜڠがࢧԉする׆ಈです。ੜڠがࢦఆする׆ಈ
ジャンル・׆ಈςーϚのதから׆ಈ༰をࣗ༝に
બఆして׆ಈし、にఏ出いただく׆ಈใࠂ
とձܭใࠂが理ࣄձで
֬ೝされると、ؒ上ݶ
2ສԁのॿۚをうける
ことがՄです。
Ұํ、「αークϧϝイτ」は合һが1໊Ҏ上ࢀ加
されるҬのάルーϓであれొすることが
でき、ੜڠのࢪઃをແ料で使༻できる׆ಈです。
Ұٶੜڠの理೦にしていなけれ׆ಈ༰は

ࣗ༝ですが、׆ಈ
にରするิॿはあ
りません。

Ұٶੜࣜެڠ-*/&では、Πϕントใやੜ࢈ ・ऀ
ϝーΧーさんからのϝッηージಈը、ΦϦジφルレ
γϐಈըなどらしにཱͭใを毎िఆظ
৴しています。
Ұํ、Ξイνϣイεެࣜ-*/&はΞΠチϣΠスネッ
ト（Πンλーネット注จαΠト）の*%࿈ܞをすること
で、ϫンλッϓ（合һ൪߸や*%入ྗがෆ要）でΞ
ΠチϣΠスネットにϩάΠンすることがՄになっ
たり、ૹঢ়گの֬ೝや注จཤྺなど合һさん
ごࣗのใを؆୯に֬ೝすることがՄなど、
ΞΠチϣΠスネットがΑり使いやすくなりました。ͥ
ͻこのػձにごొください。

一宮生協
公式LINE

アイチョイス
公式LINE

＼役立つ情報を配信♪／ ＼注文や履歴など確認できる／

10 11

1年間の
活動スケジュール

生協はみんなのくらしを守り、よりよくしていくことを目的に、
組合員の参加で運営します。「組合員の願い」を実現するために、
総代として積極的な運営参加にご協力をお願いします。

一宮生協の総代に
なってみませんか!?

生活視点から生まれる声を
組合員さんと協同で
実現できる組織です。

総代はひとことで言えば、
組合員の代表です。

生協は略称で、正式には「生活協同組合」といい
ます。生協は消費者1人ひとりが出資することで
組合員となり、協同で運営・利用していくことが
決められている組織です。「こんな商品を利用し
たい」「こんなシステムがあれば便利」など、生活
視点から生まれる声を、組合員さんと協同で実
現できる民主的な組織です。�

「消費生活協同組合法（生協法）」で
認められた組合員さんが主役の法人です。
目的をもった人が集まり、その意思によって
運営されるのが「組織」です。生協は「消費
生活協同組合法（生協法）」により、組織とし
て認められた法人です。組合員は、生協の事
業・活動が自身の思いや願いに合っているか
を判断、意見する権利を持っています。生協
法は生協を「自発的な生活協同組織」と位置
づけており、「出資」「利用」「運営」という3つ
の組合員参加で事業が継続されます。�

組合員は出資口数に関係なく、1人1票の議決
権を持ち、総会を通じて一宮生協の運営に参加
することができます。しかし、2万人を超える組
合員全員で総会を行うことは事実上不可能なた
め、消費生活組合員法第47条、定款51条の定
めに基づき、組合員の総意を適正に反映し、充実
した審議を確保するため、総会に代えて総代会と
しています。総代会は、総代選挙規約に基づき選
出された総代が出席し、組合員の代表として議
案審議をします。�

生協は法律上

どんな組織？

ੜڠのݪࡾଇ

ग़ࢿग़ࢿ

ӡӦӡӦར༻ར༻

そもそも

生協って？

総代って？

総代立候補はこちらから！

2023年
9月8日（金）
締め切り



一宮生活協同組合
TEL（0586）45-3232（代）
FAX（0586）45-9126
https://ichoice-coop.com/ichinomiya-coop/

■今号で良かった記事、お好きな記事にチェックをつけてください。（複数回答可）

書き込み用紙 締切8月31日（木）

本紙のどこかに答えがあります! ヒントは11ページ!

「生協の三原則」とは？
下の3つの中から、正しいと思うものを選び、
下の書き込み用紙に番号を書いてください。

正解者の中から抽選で５名様に生協商品をプレゼント！
下の書き込み用紙にご記入いただき、切り取って注文書と一緒に

通い袋に入れて配送日にお出しください。

キ

リ
ト
リ

一宮生協は環境省の推奨する環境
経営システムエコアクション21の�
認証事業所です。

■今号の感想をお聞かせください。

名
前

ク
イ
ズ

の
答
え

組
合
員
番
号

組合員活動推進室行き

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も

受
付
中
で
す
！

●�ご記入くださった個人情報は、一宮生協個人情報保護方針に沿って取り扱い
ます。
●「書き込み用紙」は、注文書と一緒に「通い袋」に入れてください。

食（たべる）・豊（ゆたか）・協（かなう）

出資・利用・運営

あんしん・みらい・つながり

□表紙	 □レシピ	

□特集		第82回	通常総代会開催報告

□Ｑ＆Ａ	 □理事会報告

□2023年度		総代募集のお知らせ	 □クイズこたえをさがせ！

一宮生協
LINE公式
アカウント




